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研究成果の概要（和文）：本研究の目的はエコーチェンバー現象を克服し、情報の多様性を促進する原理を提案
することである。その目的を達成するために、ソーシャルメディアのデータを大規模に収集し、米国政治、
LGBT、食、反ワクチン運動など、多岐にわたるエコーチェンバーの実態を調査し、情報環境の均質化と分断化の
メカニズムを検討した。次に、この知見に基づき、フェイクニュースの拡散要因を深く掘り下げるための実験を
行った。その結果、怒りを表す言葉や否定的な言葉、誇張表現の使用頻度の増加が明らかとなった。本研究の結
果は、情報多様性を促進する新しいソーシャルネットワーキング原理の基礎となる。

研究成果の概要（英文）：This study aims to address the echo chamber phenomenon and advocate for 
principles that foster information diversity. To fulfill this objective, we amassed extensive social
 media data to explore various echo chambers, encompassing areas like U.S. politics, LGBT issues, 
food preference, and the anti-vaccine movement. This investigation facilitated our understanding of 
how information environments become homogenized and fragmented. Based on these insights, we executed
 an experiment to further investigate the elements that aid in the propagation of misinformation. 
Our observations highlighted an uptick in the usage of emotionally charged, negative, and 
overemphatic language. These findings　provide the basis for new social networking principles that 
promote information diversity.

研究分野：計算社会科学

キーワード： エコーチェンバー　計算社会科学　ソーシャルメディア　社会的分断　集団極性化
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研究成果の学術的意義や社会的意義
エコーチェンバーとは、同じ意見や価値観を持つ人々が集まり、自分たちの意見を相互に強化することで、多様
な視点に触れる機会が失われる現象で、音が反響する物理的な現象がメタファーである。エコーチェンバー化が
進行すると、フェイクニュースの拡散やヘイトの増幅、さらには集団間の対立や社会的分断へのつながるリスク
が指摘されている。しかし、これまで定量的研究が不足していたため、実態や仕組みが明らかになっていなかっ
た。本研究が明らかにするエコーチェンバーの実態やフェイクニュースの生成・拡散のメカニズムに関する知見
は、今後の情報技術やプラットフォームのガイドライン、法的規制の検討において重要な基礎となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 ソーシャルメディアは、世界中の誰もが情報を発信、共有し、他者と繋がることが可能な場と
なっている。そのため、多様な人々との接続や情報の取得を容易にするプラットフォームとして
ソーシャルメディアは期待されてきた。しかし、SNS の普及と共に情報や接続の過多化が進む
と、自分が関心のある情報のみを見たり、つながりたい人々とだけつながったりする傾向が強ま
り、その結果、情報環境の同質化や社会的分断を引き起こす。 
 その代表的な例が、エコーチェンバー現象で、同じ視点を持つ人々が集まり、同じ「声」が反
響し増幅され、異なる視点への接触が減少してしまう。エコーチェンバー現象は、イデオロギー
の分断や地球温暖化の議論などで既に観察されている。エコーチェンバーは、偏向した情報やフ
ェイクニュースの広がりを助長し、異なる意見や価値観に対する不寛容な態度を形成する一因
となる。ソーシャルメディアが重要な情報インフラとなっている現在、エコーチェンバーは差し
迫った社会問題である。 
 これらの学術的背景を考慮に入れ、本研究の中心的な問いは、情報社会の健全な発展を支える
ために必要なソーシャル・ネットワーキングの原則は何かというものである。その原理は、フェ
イクニュース拡散の緩和にもつながるものである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、エコーチェンバーを緩和するソーシャル・ネットワーキングの原理を提案し、
オンラインによる行動実験によって検証することである。本研究の目的を達成するためのヒン
トは、近年顕在化しているエコーチェンバーの問題のメカニズムの理解にある。エコーチェンバ
ーを緩和する情報技術が実現できれば、情報化社会の有効な基盤となることが期待できる。 
 
３．研究の方法 
 研究目的を達成するために、以下の 2 つの研究項目を遂行した。 
 
(1) ソーシャルデータを用いたエコーチェンバーの実態調査 
 Twitter などの SNS から投稿や社会的つながりに関するビッグデータを収集・分析して、エコ
ーチェンバーの多様な事例を定量化し、情報環境の同質化と分離化のメカニズムを明らかにす
る。Twitter から投稿や社会的なつながりに関するデータを大規模に収集し、複数のエコーチェ
ンバーの事例を定量的に分析し、情報環境の均質化と分断化のメカニズムを詳細に検討した。米
国政治、LGBT、食（オーガニック系とファストフード系）、反ワクチン運動など、様々なトピッ
クについて、エコーチェンバーの実態と性質を明らかにする。 
 
(2) フェイクニュース拡散に関するオンライン実験 
 ソーシャルデータ分析の知見を基に、フェイクニュースの拡散を調査する実験系を構築し、ア
ンケートと実験を組み合わせたオンライン実験を実施した。この目的は、フェイクニュースの拡
散メカニズムを理解し、その言語的特徴を明らかにすることであった。具体的には、インターネ
ットを通じて 2480 人の被験者を集め、政治・経済、科学、ゴシップ、そして新型コロナウイル
スの 4 つのトピックに関する正確なニュースを作成し、実験のニュース素材とした。被験者に
は、これらのニュースをランダムに提示し、できるだけ少ない変更で多くの人に共有されやすい
フェイクニュースに書き換える作業を依頼した。その後、元のニュースと書き換えられたニュー
スの言語的な違いを、テキスト分析によって定量的に評価した。 
 
４．研究成果 
 エコーチェンバーに関する上記(1)のソーシャルメディア分析から、代表的な結果 2 つを説明
する。次に、それらの知見に基づくオンライン実験(2)の結果について述べる。 
 
(1)a 反ワクチン運動のエコーチェンバー現象 
 コロナ禍のエコーチェンバーの典型例として、反ワクチン運動の生態系があげられる。英語と
日本語の Twitter のデータを対象として、反ワクチン派がそれ以外のグループとどのように SNS
でコミュニケーションをとっているかを分析し、エコーチェンバーとの関連を調査した。その結
果、リツイートによるワクチン関係の情報拡散のパターンに基づき、少なくとも 5 つのグループ
（つまり、関心や興味を共有している集団）が同定された。投稿内容やユーザーの性質からそれ
ぞれ「反ワクチン派」、「ワクチン推進派」、「ニュースメディア系」、「政治的左派系」、「政治的右
派系」と解釈できることがわかった（図 1左）。さらに、反ワクチン派は他のグループへの返信
（リプライ）の回数及び使用する言語の毒性が著しく多く（図 1 中）、特にフォロワー数が多い
ニュースメディア系のアカウント（と政治的左派のアカウント）に対して言葉の毒性が極端に高
い返信をする傾向がわかった（図 1右）。 



 

 

 この結果は、反ワクチン派はニュースメディア系の反応を引き出し、その影響力を梃子として
自分たちのプレゼンスを高めようとしている可能性を示唆しており、そのことにエコーチェン
バーが影響を与えている可能性がある。 

 
(1)b ボットによるエコーチェンバーの悪化 
 デマの拡散をしているのは人間だけではなく、ボットが関わっていることも明らかになった。
新型コロナに関するキーワードを含む Twitter の投稿データを用いて、様々なトピックに関する
投稿が、ボットによってどのように拡散されたのかを分析した (Xu and Sasahara 2021)。ジャー
ナリストが選定した信頼できるサイト（BBC など）のリストと信頼できないサイト（Infowars な
ど）のリストを参照して、前者の情報を主に投稿するユーザーと、後者の情報ばかり投稿するユ
ーザーを同定した。さらに Botometer というツールを使用して、それらのアカウントがボットか
どうかを判定した。 
 分析結果の一例として、図 2 はコロナ禍初期におけるトランプ大統領の話題に関する情報拡
散（リツイートの流れ）を示したものである。トランプ大統領（@realDonaldTrump）とバイデン
大統領（@JoeBiden）およびヒラリー・クリントン（@HillaryClinton）のクラスター間の情報の
流れが分離し、トランプ大統領のアカウント周辺に信頼できない情報を拡散するボットが多数
存在していたことがわかった。2016 年以降、Twitter はスパム行為に関するガイドラインを厳し
くし、それを破るアカウントの凍結を進めているが、一部のボットは抜け穴をついて信頼できな
いサイトへのリンクを含む不確かな情報を選択的に拡散していた。 
 この結果は、人間だけでなく、ボットによる自動化がエコーチェンバーの悪化に影響する可能
性を示唆している。 
 

 
図 2 ボットによる陰謀論の拡散とエコーチェンバー (W.Xu and K.Sasahara 2021) 

 
(2) フェイクニュース拡散に関するオンライン実験 

 ソーシャルデータ分析から得られた洞察に基づいて、エコーチェンバーにおけるフェイクニ

ュースの拡散を探るための実験を設計し、アンケートと実験の組み合わせによる調査を実施し

た。この調査の目的は、フェイクニュースの拡散メカニズムを把握し、その言語的特性を解明す

図 1 反ワクチン運動にみるエコーチェンバー (K.Miyazaki et al. 2022) 



 

 

ることである。インターネットを利用して 2480 人の被験者を募集し、政治・経済、科学、ゴシ

ップ、新型コロナウイルスの 4 つのトピックについて正確なニュースを作成し、これらを実験の

素材として使用した。被験者には、これらのニュースをランダムに提示し、最小限の変更で広く

共有されやすいフェイクニュースに書き換える作業を求めた。これによって、フェイクニュース

がどのように形成されるかを観察し、そのプロセスを分析した。その後、元のニュースと書き換

えたニュースの言語的な違いを、複数の言語辞書を用いてテキスト分析により定量的に評価し

た。 
 その結果、怒りを表す言葉の使用が増え（図 3）、否定的な言葉や誇張表現の使用頻度も増加

することが明らかとなった。この結果は、エコーチェンバー内で拡散されやすいフェイクニュー

スに共通する言語特徴の可能性がある。ユーザの言語使用の類似性が測定できれば、エコーチェ

ンバーの緩和につながるソーシャルネットワーク原理につながると期待できる。 

 
図 3 書き換えたフェイクニュースにおける「怒り」の増加 (S. Kato et al.(in prep.)) 

 
 本研究が明らかにするエコーチェンバーの実態やフェイクニュースの生成・拡散のメカニズ

ムに関する知見は、今後の情報技術やプラットフォームのガイドライン、法的規制の検討におい

て重要な基礎となる。さらに、情報多様性を促進する新しいソーシャルネットワーキング原理の

重要な基礎となり、Society5.0 の社会実装に向けた応用可能性を示唆している。 
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